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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
2 * 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 3 0 1 0
6 * 0 2 6 10 0 0 2 1 4 5 2 1 2 3
7 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0
9 * 0 0 0 0 0 0 2 0 0 0 1 0 0 0
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15 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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小澤 郁弥 0 3
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戦評
【総括】
本日の第2試合、現在10位で少しでも順位を上げたい立命館大学対1部残留のためにも負けられない大阪産業大学
の一戦は互いに激しいディフェンスを魅せる。その中で前半は、立命館#2平岡、#33竹村らアウトサイドプレーヤーの
機動力を生かし流れを掴んだ立命館が35-24とリードで前半を終えた。追い詰められた大産大であったが後半開始
直後に怒涛の追い上げを見せ一時逆転するも立命館の勢いを止める事ができず、68-60で試合終了となった。
【第1ピリオド】
試合開始直後から、激しいディフェンスで互いに得点を与えない。その中で先取点を挙げたのは大産大#88花田で
あった。流れを掴んだ大産大は堅いディフェンスからの速攻などで得点を重ねる。しかし中盤に入り立命館#33竹村
のペネトレイト、#6松橋のインサイドプレーなどで形成が逆転する。その後は大産大#76大町の力強いインサイドプ
レーなどで両者一歩も譲らぬ攻防を見せ18-18の同点で第1ピリオドを終了。
【第2ピリオド】
立命館は#33竹村がピリオド開始直後に得点し、一気に流れを引き寄せる。残り7分、6点差の時点で大産大は前半1
回目のタイムアウトで流れを切りにかかる。タイムアウト後は両者ディフェンスが激しさを増し、中盤はほとんど点差が
動かなかった。しかし終盤に入り立命館#33竹村の3Pシュートをきっかけに徐々に差を広げ、35-24立命館リードで前
半を締めくくった。
【第3ピリオド】
後半開始後大産大#76大町のリバウンドシュートを決め反撃ののろしを上げる。大産大は流れを掴むと#75伊東、#76
大町のインサイドプレーなどで怒涛の追い上げを見せ5点差としたところで立命館たまらずタイムアウト。その後は立
命館は#33竹村、大産大は#45金、#76大町を中心に互いに激しい点の取り合いを繰り広げ、第3ピリオド終了時点で
50-47と大産大が点差を3点とした。
【第4ピリオド】
接戦で迎えた最終ピリオド、大産大は#45金、#3永井の3Pシュートなどでこの試合初のリードを奪う。中盤以降、互い
にディフェンスが激しさを増していき点差が開かない。終盤に入り均衡を破ったのは、立命館#18葛原であった。バス
ケットカウントを決めリードを奪う立命館が残り32.2秒で#10中島がフリースローを2本沈め、3点差としたところで大産
大はタイムアウトを要求する。しかし、大産大はシュートを決めることができず68-60で立命館が勝利し試合終了。
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